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2014 年 10 月 7 日に新世代静止気象衛星「ひまわり 8 号」が打ち上げられ，観測波長帯数と観測頻度が

向上した．特に，時間的分解能が非常に向上し日本付近の特定の領域であれば 2.5 分毎に観測が可能とな

っている．本研究では，従来の 6 号・7 号に比べ観測頻度が向上した「ひまわり 8 号」熱赤外データを使

用して，地表面温度の日変化を求めた．さらに，数時間程度雲の影響を受けた小領域について高次多項式

を利用して近似しその影響を除去した．雲の影響を除いた日変化情報を取得することができた． 
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1. はじめに 

 

 近年地球温暖化が進み，その中でも都市部におけるヒ

ートアイランド現象が深刻化している．その要因として

人工排熱などの人間が活動する中で生じる影響や都市部

の産業の活性化に伴う熱の排出などがあげられる．今日

では，多くの環境対策がなされているがその結果を含め

モニタリングすることは非常に重要であり，同時期同時

刻の観測データを面的に取得することができる衛星リモ

ートセンシング技術が有効だと考えられている(1)．2014

年 10 月 7 日に打ち上げられた新世代気象衛星「ひまわ

り 8号」は，従来の衛星と比べると観測波長帯数ならび

に観測頻度が非常に向上している．特に時間的分解能が

大幅に向上したことにより，都市域の熱環境の把握が可

能となっている(2)．日本付近の特定の領域では，2.5 分毎

に観測が可能となっている．搭載しているセンサ

AHI(Advanced Himawari Imager)は，16のバンドを有してお

り，赤外域の空間分解能は，4kmから 2km，となってい

る(3)． 

 本研究では，「ひまわり 8号」の時間的分解能が向上

した点に着目し，都市の 10 分間毎の観測データから日

変化を調査した．また，小規模な雲の発生や移動による

影響は，一部領域において短時間のデータ欠損となるが

観測頻度の向上により雲の影響のない前後のデータから

補正可能と考えられる．高次多項式による補完により雲

の影響の除去を試みた． 

 

 

2. 使用したデータならびに研究対象地域 

 

 「ひまわり 8号」は，2015年 7月 7日に正式運用が開

始され気象情報取得に活躍している．本研究で使用した

データは，千葉県において約 100km×100km の領域を対

象とし 2015 年 4 月 26 日に観測されたデータから，1 時

間毎の地表面温度を算出した．地表面温度の算出には，

気象庁より提供されている放射輝度への変換式ならびに

輝度温度への変換式を用いて行った(2)．その結果を図-1

に示す． 

 図-1の結果より，午前 4時および午後 2時において地

表面温度が前後の時間帯と比較すると大きくばらつきの

ある値となっている．図-2に 2015年 4月 26日に観測さ

れたデータを示す．観測データを見てみるとその時間帯

に雲が発生していることが判読できる．そこで雲の影響

による時間帯を地表面温度の異常値として取り除き，高

次多項式による近似，補完を行った． 

 

 

3. 高次多項式による雲の影響の除去 
 

 2015年 4月 26日の日変化の中で雲の影響による地表 
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図-1 2015年 4月 26日の地表面温度の日変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面温度の異常値は，3 時，11 時，12 時，13 時，14 時の

時間帯で影響が認められ，本研究では該当時間帯を異常

値とみなし，6次多項式による近似を行った． 

 

 

4. 結果とまとめ 
 

 雲の影響による異常点と見なした時間帯を除いた 6次

多項式の結果を図-3 に示す．結果から簡易的だが概ね

良好な近似式を導入することができた． 

 「ひまわり 8号」が観測したデータから日変化を捉え

ることは可能だが連続観測により数時間程度の雲による

影響も受けた．正確な地表面温度を見出すことは困難で

あるが，異常値を取り除き，高次多項式により雲の影響

を除去することで良好な日変化情報を得ることが可能で

あることが分った. 今後は，四季を通してデータを取 

集し，雲の影響を考慮する手法を提案する予定である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 6次多項式による日変化の近似 
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図-2 ひまわり 8号が観測した 2015年 4月 26日の画像(左：10時，中：14時，右：18時) 
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